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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 23 号 （2016 年 10 月）

よすみちゃん

杉沢Ⅱ遺跡から仏経山を望む

第23号

★
秋
季
企
画
展

11
月
13
日（
日
）～
1
月
23
日（
月
）

「
出
雲
を
掘
る
　
第
六
話
　

―
出
雲
郡
漆
治
郷
の
今
昔
―
」

【 

入
場
無
料 

】

　

出
雲
市
は
市
内
斐
川
町
直
江
に
「
出

雲
斐
川
中
央
工
業
団
地
」
を
計
画
し
、

そ
れ
に
先
立
つ
発
掘
調
査
を
２
０
１
２

（
平
成
24
）年
～
１
４（
平
成
26
）年
ま
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

調
査
地
は
、
Ｊ
Ｒ
直
江
駅
の
南
方
約

2
㎞
に
あ
る
低
い
丘
陵
地
で
す
。
こ
こ

は
奈
良
時
代
に
「
出
雲
郡
漆し

つ
ぢ
の
さ
と

治
郷
」
と

呼
ば
れ
た
地
区
の
一
画
で
、
南
に
は

仏ぶ
っ
き
ょ
う
さ
ん

経
山
を
望
み
ま
す
。
調
査
は
大
き
な

発
見
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
そ
の
成
果
を
紹

介
し
ま
す
。

１　

短
命
な
ム
ラ　

― 

２
０
０
０
年
前
の
弥
生
ム
ラ

　

造
成
予
定
地
に
は
、
東
部
に
杉
沢
遺

跡
と
杉
沢
横
穴
墓
群
、
南
部
と
西
部
に

杉
沢
Ⅱ
遺
跡
が
あ
り
、
杉
沢
遺
跡
と
杉

沢
Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
中
こ
ろ
の

住
居
跡
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
建
物
に

は
建
て
替
え
た
よ
う
す
が
な
く
、
ご
く

短
期
間
の
住
ま
い
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

２　

出
雲
東
部
と
の
交
流　

― 

１
４
０
０
年
前
の
横
穴
墓

　

古
墳
時
代
後
期
の
出
雲
で
は
、
山
の

斜
面
に
穴
を
掘
っ
て
墓
と
し
た
「
横
穴

墓
」
が
盛
ん
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
杉
沢

横
穴
墓
群
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の

墓
室
の
形
は
松
江
市
な
ど
出
雲
東
部
の

も
の
と
似
て
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

交
流
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

３　

奈
良
の
都
へ
続
く
道　

― 

１
３
０
０
年
前
の
古
代
山
陰
道

　

奈
良
時
代
、
奈
良
の
都
（
平
へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

城
京
）

と
全
国
は
幅
6
ｍ
か
ら
12
ｍ
も
の
「
高

規
格
道
路
」で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

島
根
・
鳥
取
を
走
っ
て
い
た
道
路
が

「
山
陰
道
」。
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
で
は
、
こ
の

古
代
山
陰
道
に
あ
た
る
幅
9
ｍ
の
道
路

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
尾
根
を
切
り
通

し
て
走
る
全
国
的
に
も
例
を
み
な
い
道

路
で
す
。
そ
の
実
態
と
は
。

４　

山
あ
い
の
瓦
工
場　

― 

１
３
０
０
年
前
の
瓦
窯
跡

　

杉
沢
Ⅱ
遺
跡
の
古
代
山
陰
道
に
落
ち

て
い
た
古
代
瓦
。
こ
れ
は
近
く
の
三
井

Ⅱ
遺
跡
に
あ
っ
た
瓦
工
場
の
瓦
で
し

た
。
そ
こ
で
働
い
て
い
た
瓦
職
人
は
備

後
（
広
島
県
北
東
部
）
か
ら
出
張
し
て

き
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
背
景
を
さ

ぐ
り
ま
す
。

●
関
連
講
座　
　
　
　

 

【 

聴
講
無
料 

】

11
月
19
日（
土
）
14
時
～
16
時

「
青
色
を
身
に
ま
と
う
弥
生
人　

 
-

県
内
最
古
の
ガ
ラ
ス
玉
の
発
見-

」

　

【
講
師
】
景
山
こ
の
み

（
出
雲
市
文
化
財
課
）

12
月
3
日（
土
）
14
時
～
16
時

「
鴟し

び尾
復
元
40
年
」

　

【
講
師
】
大
脇　

潔
氏

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
）

1
月
22
日（
日
、
来
年
）
14
時
～
16
時

「
掘
っ
た
出
た
、
そ
れ
で
？

　

-

発
掘
調
査
と
地
域
の
歴
史-

」

　

【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
）

※
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
必
要

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク  

11
月
13
日（
日
）・
12
月
10
日（
土
）・

1
月
14
日（
土
）
10
時
～

　

【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
）
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猪目洞窟遺跡出土 第12号人骨

小田神社の鳥居

第23号

★
市
内
神
社
境
内
の
石
造
物
調
査

 
「
大
社
考
古
学
会
の
足
跡
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

　

戦
前
の
日
本
史
教
育
に
お
い
て
は
、

古
代
史
＝

イ
コ
ー
ル

神
話
と
さ
れ
、
政
府
は
神

話
を
歴
史
的
事
実
の
よ
う
に
解
釈
す
る

こ
と
を
国
民
に
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
に
な
る
と
、
市
民
み

ず
か
ら
が
日
本
や
地
域
の
古
代
史
を
自

由
に
調
べ
、
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、
終
戦
か

ら
２
～
３
年
の
間
に
、
全
国
で
考
古
学

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
あ
ち
こ
ち
で
研
究

サ
ー
ク
ル
や
学
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

　

大
社
考
古
学
会
は
、
考
古
資
料
を
研

究
す
る
こ
と
で
、
弥
生
時
代
・
古
墳
時

代
の
出
雲
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
的

に
、昭
和
22
年
大お

お
た
に谷
従よ
り
じ二
氏
を
は
じ
め
、

学
校
の
先
生
や
大
社
町
の
歴
史
愛
好
家

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
大
社
町
と
そ
の
周
辺
に
あ

る
遺
跡
で
発
掘
や
遺
物
の
収
集
を
精
力

的
に
行
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
猪い

の
め目
洞
窟
遺
跡（
猪
目
町
）

や
、
明
治
大
学
助
教
授　

杉す
ぎ
は
ら原
荘そ

う

介す
け

氏

と
共
同
で
行
っ
た
原は

ら
や
ま山
遺
跡
（
大
社
町

修
理
免
）
の
発
掘
が
有
名
で
す
。
原
山

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
遠お

ん
が賀
川が

わ

系
土
器

は
、
弥
生
時
代
の
は
じ
め
に
、
出
雲
に

農
耕
集
落
が
誕
生
し
て
い
た
こ
と
を
明

　

第
20
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
出

雲
市
で
は
現
在
文
化
財
保
護
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
『
出
雲
市
歴
史
文

化
基
本
構
想
』
を
策
定
中
で
、
様
々
な

基
礎
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市

内
に
あ
る
約
一
九
〇
社
の
神
社
建
造
物

も
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
と
も
に
調
査

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、

出
雲
地
域
に
特
有
の
神
社
形
式
で
あ
る

『
大
社
造
』
の
形
態
変
遷
等
を
探
り
、

出
雲
な
ら
で
は
の
特
徴
を
導
き
出
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
神
社
建
造
物
に
加

え
、
境
内
に
あ
る
石
造
物
の
調
査
も
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
鳥と

り
い居
・
灯と
う
ろ
う篭
・

狛こ
ま
い
ぬ犬
な
ど
が
主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
製
作
年
代
か
ら
本
殿

の
建
立
年
代
を
探
る
手
掛
か
り
に
も
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
で

す
が
、
現
段
階
で
の
年
代
を
そ
れ
ぞ
れ

古
い
順
に
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

●

鳥
居

１
位　

小
田
神
社（
多
伎
町
小
田
）：
宝

永
元
年（
一
七
〇
四
）

２
位　

富ほ

能の

加か

神
社（
所
原
町
）：
正
徳

六
年（
一
七
一
六
）

３
位　

縣あ
が
た神
社（
国
富
町
）・
久く

武む

神
社
・

出
西
八
幡
宮（
斐
川
町
出
西
）：

享
保
六
年（
一
七
二
一
）

●

灯
篭

１
位　

若
宮
神
社（
十
六
島
町
）：
延
享

三
年（
一
七
四
六
）

２
位　

宇
美
神
社（
平
田
町
）：
宝
暦
十

三
年（
一
七
六
三
）

３
位　

同
：
明
和
元
年（
一
七
六
四
）

●

狛
犬

１
位　

縣
神
社（
国
富
町
）：
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）

２
位　

許こ

豆ず

神
社（
十
六
島
町
）：
文
化

元
年（
一
八
〇
四
）

３
位　

多た

き

き
伎
藝
神
社（
多
伎
町
口
田
儀
）

：
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）

　

今
後
も
こ
の
他
の
様
々
な
調
査
成
果

を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
野
坂
俊
之
）

ら
か
に
し
、
大
社
考
古
学
会
の
名
を
全

国
に
知
ら
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
初
と
な
る
考
古
資
料
展

示
館
の
大
社
考
古
館
、
そ
し
て
史
跡
猪

目
洞
窟
遺
物
包
含
層
出
土
品
収
蔵
庫
の

開
設
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
の
「
猪
目
洞

窟
遺
跡
出
土
の
人
骨
や
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
の

貝
輪
」
に
つ
い
て
、
来
館
者
か
ら
「
な

ん
で
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
状
態
で
残
っ

て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
埋
っ
た
状
況
が
良
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
大
社
考
古
学
会
が
、
考

古
館
・
収
蔵
庫
を
つ
く
り
、
遺
物
の
保

存
・
離
散
防
止
に
努
め
た
こ
と
も
大
き

な
要
因
で
す
。

　

今
も
輝
き
続
け
る
「
大
社
考
古
学
会

の
足
跡
」
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
和
紀
）



3

杉沢遺跡の説明のようす

展示のようす

越堂たたら跡全景

第23号

10
月
１
日
（
土
）　

14
時
～

11
月
５
日
（
土
）　

14
時
～

　
【
講
師
】
幡
中
光
輔
（
市
文
化
財
課
）

　「
藍
染
め
体
験
」

★
古
代
山
陰
道
特
集

　

博
物
館
の
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
で
す
。

　

夏
休
み
に
博
物
館
で
行

わ
れ
た
「
藍
染
め
体
験
教
室
」
が
あ
り
、

娘
二
人
と
親
子
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
毎
年
、
藍
染
め
体
験
で

使
う
藍
を
「
藍
の
畑
」
で
自
家
栽
培
し

て
い
ま
す
。
春
に
種
を
ま
い
て
夏
に
は

収
穫
で
き
る
よ
う
に
育
て
ま
す
。

　

藍
染
め
体
験
は
、
藍
の
収
穫
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。
葉
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け

絞
り
、
染
め
る
液
を
作
り
ま
す
。
そ
の

液
に
ハ
ン
カ
チ
を
浸
し
、
空
気
に
触
れ

さ
せ
る
作
業
を
繰
り
返
す
と
、
だ
ん
だ

ん
と
ハ
ン
カ
チ
が
濃
く
染
ま
っ
て
い
き

ま
す
。

　

娘
た
ち
は
、
初

め
て
す
る
作
業
ば

か
り
で
、
特
に
糊

を
塗
る
作
業
は
大

変
で
し
た
が
、
白

い
ハ
ン
カ
チ
が
明

る
い
青
色
に
染
ま
り
、
素
敵
な
柄
の

入
っ
た
ハ
ン
カ
チ
が
完
成
し
て
大
喜
び
。

　

博
物
館
な
ら
で
は
の
体
験
教
室
は
、

博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
い
ず
も

な
ど
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

越こ
え
ど
う堂
た
た

ら
跡
の
発
掘

調
査
で
は
、

高た
か
ど
の殿
建
物
内

に
多
く
の
遺

構
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
高
殿
石
垣
や
製
鉄
炉
の

床
釣
り
の
構
造
を
観
察
す
る
と
、
こ
の

た
た
ら
場
が
何
度
か
の
造
り
替
え
を
経

て
長
期
間
操
業
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
料
の
内
容
を

裏
付
け
る
重

要
な
痕
跡
を

確
認
で
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た

調
査
成
果
を

中
心
に
、
田

儀
櫻
井
家
の

た
た
ら
製
鉄

に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

 

「
越
堂
た
た
ら
跡 

　
平
成
26
・
27
年
度

　
　
　
　
　
発
掘
調
査
速
報
展
」

　

山
陰
地
方
で
は
最
近
、
約
１
３
０
０

年
前
に
造
ら
れ
た
古
代
の
道
路
跡
の
発

見
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
文
化
財
課
で

は
平
成
25
年
に
見
つ
か
っ
た
出
雲
市
斐

川
町
の
杉
沢
遺
跡
の
道
路
跡
（
古
代
山

陰
道
）
に
関
連
し
た
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
報

告
し
ま
す
。

●
9
月
3
日
に
『
第
44
回
山
陰
考
古
学

研
究
集
会
』
を
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
山
陰
の
古
代

道
」
と
題
し
、
山
陰
地
方
の
発
掘
・
研

究
成
果
の
発
表
と
、
東
亜
大
学
教
授
の

黄こ
う　

暁ぎ
ょ
う
ふ
ん芬先
生
の
「
東
洋
最
古
の
ハ
イ

ウ
ェ
ー 

～
秦し
ん
ち
ょ
く
ど
う

直
道
の
発
掘
と
認
識
～
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

今
か
ら
２
２
０
０
年
前
に
秦
の
始
皇
帝

が
造
ら
せ
た
全
長
７
５
０
㎞
、幅
30
ｍ
、

広
い
と
こ
ろ
で
は
60
ｍ
幅
の
道
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
規
模
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
陰
の
調
査
成
果
は
、
幅
５
～
９
ｍ

の
道
路
跡
が
鳥
取
市
の
青あ

お
や
よ
こ
ぎ

谷
横
木
遺
跡

を
は
じ
め
、
鳥
取
県
で
は
い
く
つ
か
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
島
根
県
内
で
は

数
例
の
調
査
事
例
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

杉
沢
遺
跡
で
は
道
幅
９
ｍ
の
道
路
が
、

標
高
20
～
30
ｍ
の
尾
根
上
を
約
１
㎞
に

わ
た
り
縦
断
す
る
と
い
う
全
国
で
も
例

が
な
い
道
路
跡
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。

　

偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
工

事
の
技
術
が
、中
国
の
秦
の
直
道
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
９
０

０
年
後
の
日
本
に
技
術
が
継
承
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
９
月
４
日
は『
１
３
０
０
年
前
の
古

代
道
を
歩
こ
う
！
』「
古
代
山
陰
道
を

訪
ね
て
～
杉
沢
遺
跡
～
」
と
題
し
、
古

代
山
陰
道
を
歩
き
ま
し
た
。
尾
根
上
に

延
び
る
古
代
山
陰
道
に
つ
い
て
、
発
掘

調
査
の
成
果
や
大
規
模
な
土
木
工
事
の

様
子
を
歩
き
な
が
ら
見
ま
し
た
。
当
日

は
、
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
53
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
雲
市
内
で
は
古
代
山
陰
道
が
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
か
、
不
明
な

点
が
多
く
、
今
後
の
発
掘
調
査
に
併
せ

『
出
雲
国
風
土
記
』の
研
究
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
（
江
角　

健
）

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

★
速
報
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
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●入館料 / 無料

●開館時間 / 9：00～17：00（入館は16：30 まで）

●休館日 / 火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

第23号

◆
出
雲
の
國
伝
統
芸
能
交
流
大
会

★
館
長
コ
ラ
ム
⑲

★
館
長
講
座

　

森
鴎
外
の『
雁
』に
は
、
柴
田
承し
ょ
う
け
い桂
や

神
田
孝た

か
ひ
ら平
な
ど
考
古
学
の
世
界
で
も
著

名
な
人
物
の
名
前
が
出
て
き
て
、
鴎
外

の
多
彩
な
交
友
関
係
を
窺
わ
せ
ま
す
。

　

柴
田
承
桂
は
薬
学
者
で
す
が
、
文
部

省
が
明
治
10
年
に
刊
行
し
た
日
本
最
初

の
考
古
学
概
説
書
『
古
物
学
』（
原
書

は
英
語
）
の
翻
訳
者
で
す
。
考
古
学
の

定
義
は
、
柴
田
の
訳
文
で
は
「
往お

う

昔せ
き

ノ

遺い

蹟せ
き

遺
物
ニ
憑
ひ
ょ
う

據き
ょ

シ
テ
、
上
古
ノ
沿
革

史
記
ヲ
演え

ん

繹え
き

ス
ル
所
ノ
學
科
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
難
解
な
の
で
原

書
に
当
た
っ
て
み
た
ら
、「
過
去
の
遺

物
か
ら
歴
史
を
推
論
す
る
学
問
」
と
い

う
平
易
な
英
文
で
し
た
。

　

一
方
の
神
田
は
、
学
者
と
し
て
も
政

治
家
と
し
て
も
有
名
で
、
日
本
最
初
の

考
古
学
の
学
会
で
あ
る
「
東
京
人
類
学

会
」
の
初
代
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
こ

の
学
会
は
、
明
治
17
年
に
東
京
大
学
に

い
た
考
古
学
・
人
類
学
オ
タ
ク
の
学
生

ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
長
老
の
神
田

が
そ
の
会
長
を
引
き
受
け
た
の
で
す
。

　

人
類
学
会
の
中
心
人
物
だ
っ
た
坪
井

正
五
郎
（
の
ち
東
京
帝
大
教
授
）
と
鴎

外
は
ほ
ぼ
同
世
代
で
す
。
鴎
外
は
、
義

弟
の
人
類
学
者
・
小
金
井
良よ

し

精き
よ

と
坪
井

の
論
争
に
匿
名
で
介
入
し
、
坪
井
を
怒

ら
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

国
家
主
義
の
強
ま
り
の
中
で
、
鴎
外

は
『
か
の
よ
う
に
』
を
書
き
ま
す
。
歴

史
を
研
究
す
る
真
面
目
な
青
年
が
、
史

実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
記
紀

神
話
と
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
付
け

る
か
悩
む
物
語
で
す
。

　

西
欧
で
は
、
そ
の
半
世
紀
も
前
に
進

化
論
が
発
表
さ
れ
、
科
学
的
で
合
理
的

な
思
想
や
歴
史
観
が
急
速
に
浸
透
し
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
と
西
洋

の
意
識
の
差
異
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
邊
貞
幸
）

 
～
第
51
回
出
雲
市

　
　
　
　
　
無
形
文
化
財
発
表
会
～

　
11
月
27
日（
日
）

　

今
年
で
51
回
目
を
迎
え
る
「
出
雲
市

無
形
文
化
財
発
表
会
」
は
、出
雲
の
國
・

斐
伊
川
サ
ミ
ッ
ト
の
「
出
雲
の
國
伝
統

芸
能
交
流
大
会
」
と
の
共
催
に
よ
り
、

出
雲
市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
・
飯
南

町
の
伝
統
芸
能
を
一
堂
に
会
し
、
華
々

し
く
上
演
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場　

所　

平
田
文
化
館
（
平
田
町
）

●
入
場
料　

当
日　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

前
売
り　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

※
当
館
ほ
か
各
販
売
所
で
前
売
券
販
売

■
出
雲
の
國
名
物
大
抽
選
会

　

発
表
会
終
了
後
に
各
市
町
の
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

●
市
文
化
財
課　

２
１
―

６
８
９
３

神　
　

楽

太　
　

鼓

第
２
回　

11
月
12
日
（
土
）

　「
考
古
学
と
お
墓
」

第
３
回　

１
月
14
日
（
土
）

　「
考
古
学
と
戦
争
」 

　
　
【
講
師
】
渡
邊
貞
幸
（
当
館
館
長
）

●

時　

間　

14
時
～
16
時

●

会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

●

定　

員　

80
名　

●

受
講
料　

３
０
０
円

●

申
込
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。


